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【論文要旨】 

 グッドウィン成長循環モデルはポストケインジアンの動学モデルにおいて重要な役割を

担っている。しかし、現実の経済におけるグッドウィン成長循環モデルの有用性の有無につ

いては短期的に有用であるか、長期的に有用であるのかを含めて様々な研究がなされてい

る。本論では、前半で日本の 4 半期データを用いることで短期的なグッドウィン成長循環

モデルの有用性について議論を行い、後半で、OECD38 か国の年次データを用いることで

長期的なグッドウィン成長循環モデルの有用性について議論を行っている。グッドウィン

成長循環モデルにおける雇用率と賃金分配率の関係は因果関係ではなく、連動性であるこ

とを踏まえ、ウェーブレット・コヒーレンスによる実証分析を行った。結果として、短期的

にも長期的にもグッドウィン成長循環モデルの有用性が認められると結論付けられる。 
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